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研究要旨  

 けいれん重積型（二相性）急性脳症（ＡＥＳＤ）と熱性けいれん（ＦＳ）の発症早期の鑑別

のために脳波コヒーレンス解析を行った。①大脳半球間の解析：側頭部間でδ波のコヒーレン

ス値がＡＥＳＤ群で優位に低値であった。②大脳半球内：右前頭極部―右前頭部間およびひ右

前頭極部ー右後頭部間、右前頭極部―右側頭部間でθ波のコヒーレンス値が有意に低値であっ

た。③ＡＥＳＤにおいて、後遺症群は非後遺症群に比べてγ波が左半球内の複数の脳部位間で

コヒーレンス値が有意に低値であった。この結果から、視覚的には類似しているＡＥＳＤとＦ

Ｓの脳波においてもコヒーレンスには違いがあり、鑑別法に利用できる可能性が示唆された。 

 
 
Ａ．研究目的 
 けいれん重積型（二相性）急性脳症（ＡＥＳ
Ｄ）は、けいれん重積で発症することが多く、
発症初期には頭部ＭＲＩを含めて診断に特異的
な検査所見がないため、熱性けいれん重積（Ｆ
Ｓ）との鑑別が困難である。本研究では、発症
初期のＡＥＳＤとＦＳの脳波をコンピュータに
て定量的に解析し、客観的で信頼性の高い解析
法を開発することを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
 全国 7 施設からＡＥＳＤ8 例とＦＳ14 例のデ
ジタル保存脳波を解析した（年齢 1歳 1か月～5
歳 2 か月）。症例ごとに、アーチファクトを認め
ない 10 秒（1エポック）の脳波を 6エポック合
計して解析した。 
（倫理面への配慮） 
鳥取大学を研究代表施設とする倫理委員会の承
認を得たうえで、連携施設の倫理委員会の承認
を得た。 
 

Ｃ．研究結果 
 ＡＥＳＤ群とＦＳ群で以下の解析結果を認め
た。①大脳半球間の解析：側頭部間でδ波のコ
ヒーレンス値がＡＥＳＤ群で優位に低値であっ
た。②大脳半球内：右前頭極部―右前頭部間お
よびひ右前頭極部ー右後頭部間、右前頭極部―
右側頭部間でθ波のコヒーレンス値が有意に低

値であった。③ＡＥＳＤにおいて、後遺症群は
非後遺症群に比べてγ波が左半球内の複数の脳
部位間でコヒーレンス値が有意に低値であった。 

 
Ｄ．考察 
 視覚的には類似しているＡＥＳＤとＦＳの脳
波においてもコヒーレンス値で違いがあり、診
断法に利用できる可能性が示唆された。今回の
解析は、グループ間の有意差検定であり、今後
は個人の判定が可能となる解析法の開発を目指
して研究を行う予定である。 
 
Ｅ．結論 
 ＡＥＳＤでは発症後急性期より脳の機能的結
合性が低下していることが示唆された． 
  けいれん重積症例に対して脳波コヒーレン
ス解析を行うことで発症早期に、診断と予後予
測を行うことが可能になる可能性がある。 
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